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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人の脊椎に椎体間脊椎インプラントを挿入するためのインプラントホルダーであって、
　長手軸と、長手軸に沿う通路と、インプラントと係合するように適合された、外側面を
有する複数の延長部を持つ先端部とを有する外側スリーブであって、前記複数の延長部が
、該延長部相互間が第１間隔となる非係合位置と第２間隔となる係合位置との間を変位す
るように適合され、かつ、前記第２間隔が第１間隔よりも大きい当該外側スリーブと、
　通路を有するシャフトとを備え、
　シャフトは、外側スリーブの通路の少なくとも一部に沿って移動するように適合され、
　シャフトの通路は、それを通る器具又は融合促進物質の通過を許容するように適合され
るインプラントホルダー。
【請求項２】
　前記延長部は、該延長部に加えられた内側への力によって外側スリーブの長手軸に向か
って変位可能であり、延長部がインプラントの後端へと入り、かつ、前記内側への力が取
り除かれた後、インプラントの後端と協同して係合することを許容する請求項１のインプ
ラントホルダー。
【請求項３】
　前記延長部は、外側スリーブの通路に向かって合わせられた内側面を有し、かつ、該内
側面に加えられた外側への力によって外側スリーブの長手軸から離れて係合位置へと動く
ように適合される請求項１のインプラントホルダー。
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【請求項４】
　前記シャフトは、前記延長部を、外側スリーブの長手軸から離れて係合位置へと動かす
ように構成される請求項３のインプラントホルダー。
【請求項５】
　前記インプラントホルダーは、インプラントにロックするように適合される請求項１か
ら４のいずれか一のインプラントホルダー。
【請求項６】
　前記インプラントホルダーに係合されるように適合された後端を有する脊椎インプラン
トと組み合わされる請求項１から５のいずれか一のインプラントホルダー。
【請求項７】
　前記インプラントは、不活性スペーサー、人工円板及び骨移植片のうちの一つである請
求項６のインプラントホルダー。
【請求項８】
　前記インプラントは、エキスパンダーを有する拡張可能脊椎インプラントであり、該エ
キスパンダーは、非拡張位置から拡張位置へと該拡張可能脊椎インプラントの高さを増長
するように適合される請求項６のインプラントホルダー。
【請求項９】
　前記インプラントは上方部材と下方部材を含み、下方部材は上方部材に対し変位可能で
あり、エキスパンダーは、該インプラントが非拡張位置から拡張位置へと拡張される間、
上方及び下方部材の両方と接触するように適合される請求項８のインプラントホルダー。
【請求項１０】
　前記エキスパンダーは事前に組み込まれる請求項８又は９のインプラントホルダー。
【請求項１１】
　前記エキスパンダーは、前記インプラントを非拡張位置から拡張位置へと変位させるた
め、一回転未満回転するように適合される請求項８から１０のいずれか一のインプラント
ホルダー。
【請求項１２】
　前記拡張可能インプラントを拡張するように適合されたエキスパンダードライバーと組
み合わされ、該エキスパンダードライバーが、前記シャフトの通路の少なくとも一部に沿
って移動するように適合される請求項８から１１のいずれか一のインプラントホルダー。
【請求項１３】
　前記インプラントは融合促進物質と組み合わされる請求項６から１２のいずれか一のイ
ンプラントホルダー。
【請求項１４】
　前記融合促進物質は、骨、骨誘導生成物、無機質脱落骨基質、骨化性タンパク質、骨形
態形成タンパク質、ヒドロキシアパタイト、及び骨の生成のための遺伝子コード化のうち
の一つから選択される請求項１３のインプラントホルダー。
【請求項１５】
　前記インプラントは、瘢痕組織を抑制するように適合された化学物質と組み合わされる
請求項６から１２のいずれか一のインプラントホルダー。
【請求項１６】
　前記インプラントは、抗菌物質と組み合わされる請求項６から１２のいずれか一のイン
プラントホルダー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
発明の背景
（関連出願）
この出願は、２００１年２月４日付け出願の予備出願第６０／２６６，４２６号、及び２
００１年３月２１日付け出願の予備出願第６０／２７７，８９０号に対する優先権を請求
する。これらはいずれも参照によりここに組み込まれる。
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【０００２】
（発明の分野）
本発明は、一般に、椎体間脊椎インプラントを脊椎の移植空間に挿入するための器具及び
方法に関し、更に詳しくは、椎骨の固定化のための拡張可能な椎体間脊椎融合インプラン
トと共に使用するため（以前は円板材料によって占められていた空間における隣接する椎
体間の少なくとも一部への配置のため）の器具及び方法に関する。
【０００３】
（関連技術の説明）
拡張可能な脊椎融合インプラントは、高さ増長能力を有し、これは、一旦該インプラント
が最初に配置されれば利用される。そのような高さ増長能力は、脊椎内における前方、後
方又はその両方に利用され得、また、それぞれインプラントの前部、後部又はその両方を
同じ量又は様々な量だけ高くするように、様々な程度まで利用され得る。更に詳しくは、
そのようなインプラントは、上方部材及び下方部材の上面及び下面を有し、これらは、第
１すなわち挿入位置において、互いに対し縮小され、第２すなわち展開位置において、隣
接椎体と接触するように適合される。
【０００４】
拡張可能融合インプラントは、患者の身体における小さい開口を通じて、もしかするとそ
れより大きいインプラントを配置することに対処する利点を提供する。単一方向に沿う選
択的な拡張（例えば、正確に取り付けられた場合のみ垂直に）は、インプラントの高さを
増長する利点、従って、円板空間の伸延という利点を提供する。しかし、該インプラント
の幅の付随する増加は伴わない。
【０００５】
拡張可能融合インプラントは、関連技術分野において知られている。最初の拡張可能脊椎
融合（インプラントを通じて椎体から椎体への骨の成長に対処する）インプラントはMich
elsonによって発明され、また、１９８８年６月２８日付け出願の米国特許第５，７７６
，１９９号に開示されている。これは、参照によりここに組み込まれる。
【０００６】
隣接椎体と接触しての配置のために適合された上下非弓状面を有する押し込み脊椎融合イ
ンプラントは、関連技術分野において知られている。そのような押し込み脊椎融合インプ
ラントは、Michelsonによって発明され、上記参照によって組み込まれた米国特許第５，
７７６，１９９号に開示されている。
【０００７】
隣接椎体に向かって適応され、かつ該椎体を一般にドリルによって形成されたその中の弓
状カットに沿って係合するように設計された上下弓状部分を有する押し込み脊椎融合イン
プラントは、関連技術分野において知られている。そのような押し込み脊椎融合インプラ
ントは、Michelsonによって発明され、１９９５年２月１７日付け出願の米国特許第５，
５９３，４０９号に開示されている。これは、参照によりここに組み込まれる。押し込み
脊椎融合インプラントは、移植空間に容易に配置されると共に優れた結合又は保持機能を
有する利点を提供する。
【０００８】
脊椎における移植空間への挿入に回転を要するねじ込み脊椎融合インプラントは、関連技
術分野において知られている。最初の人工ねじ込み脊椎融合インプラントは、Michelson
によって発明され、参照によりここに組み込まれる米国特許第５，０１５，２４７号に開
示される。ねじ込み脊椎融合インプラントは、移植空間に容易に配置されると共に優れた
結合又は保持機能を有する利点を提供する。脊椎インプラントを挿入する器具及び方法の
例は、参照によりここに組み込まれる米国特許第５，４８４，４３７号及び米国特許第６
，０８０，１５５号において、Michelsonにより教示される。
【０００９】
脊柱前弯の又は先細りした押し込み脊椎融合インプラントも本技術分野において知られて
いる。例として、Michelsonは、参照によりここに組み込まれる１９９５年６月７日付け
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出願の米国特許第５，６０９，６３５号に開示されるそのようなインプラントを発明して
いる。脊柱前弯の、円錐台状の又は先細りしたねじ込み脊椎融合インプラントも本技術分
野において知られている。例として、Michelsonは、参照によりここに組み込まれる米国
特許第６，２１０，４１２号に開示されるそのようなインプラントを発明している。脊柱
前弯の、円錐台状の又は先細りした押し込み脊椎融合インプラントも本技術分野において
知られている。例として、Michelsonは、１９９５年６月７日付け出願の米国出願通し番
号第０８／４８４，９２８号に開示されるそのようなインプラントを発明している。該文
献は、参照によりここに組み込まれる。脊柱前弯の又は先細りした脊椎融合インプラント
は、脊椎脊柱前弯症を回復又は良くする利点を有する。
【００１０】
拡張可能椎体間脊椎融合インプラントは、好ましくは、脊椎に対する前方アプローチ、二
つずつの脊椎正中線の両側に対する椎骨横突起の後方のアプローチ、又は、脊椎に対する
前側方アプローチにより挿入され得る。そのような拡張可能インプラントは、脊椎脊柱前
弯をその隙間で増長する目的のため、第１の収縮状態から第２の拡張状態へと先方（その
先端で）もしくは後方（その後端で）に高さを増長できるようになされるか、又は先方及
び後方の両方に高さを増長できるようにされ得る。拡張可能椎体間脊椎融合インプラント
の取り付け中、外科医は、インプラント、並びにインプラント及び適切な骨成長促進物質
を装填する適切な器具及び方法を正確に制御する能力、移植空間へインプラントを挿入す
る能力、インプラントを最終拡張状態へ展開する能力、及び、それが望まれる場合に更に
インプラント及び骨成長物質を装填する能力を有することが望ましい。
【００１１】
上述した全ニーズを個々に又は組み合わせて提供する、拡張可能椎体間脊椎インプラント
と共に使用するための器具及び方法が求められている。
【００１２】
発明の概要
本発明の目的によれば、ここに具現化され広く記載されるように、椎体間脊椎インプラン
トを人の脊椎に挿入するためにこの発明のインプラントホルダーが提供される。インプラ
ントホルダーは外側スリーブを含み、該スリーブは、長手軸と、長手軸に沿う通路と、先
端部とを有し、先端部は、インプラントと協同して係合するように適合されたインプラン
ト係合領域を有する。インプラントホルダーは、通路を有するシャフトも含む。シャフト
は、外側スリーブの通路の少なくとも一部に沿って移動するように適合される。シャフト
の通路は、器具又は融合促進物質がそこを通過することを許容するように適合される。
【００１３】
本発明の別の実施形態の目的によれば、ここに具現化され広く記載されるように、インプ
ラントの高さを増長するように適合されたエキスパンダーを有する拡張可能脊椎インプラ
ントを挿入するためにこの発明の装置が提供される。該装置はインプラントホルダーを含
み、該ホルダーは、長手軸と、長手軸に沿う通路と、先端部とを有し、該先端部は、イン
プラントと協同して係合するように適合されたインプラント係合領域を有する。インプラ
ントホルダーは、拡張可能インプラントと係合するように適合されたエキスパンダードラ
イバーをも含む。エキスパンダードライバーは、インプラントホルダーの通路を通過する
ように適合されたシャフトを有する。エキスパンダードライバーのシャフトは、拡張可能
インプラントのエキスパンダーと係合するように適合された先端部を有する。
【００１４】
本発明の別の実施形態の目的によれば、ここに具現化され広く記載されるように、拡張可
能脊椎インプラントを挿入するためにインプラントホルダーが提供され、該インプラント
ホルダーは、脊椎インプラントを受容するように準備された移植空間において脊椎インプ
ラントが非拡張位置から拡張位置へと拡張される間、脊椎インプラントに取り付けられた
ままである。
【００１５】
本発明の更に別の実施形態の目的によれば、ここに具現化され広く記載されるように、後
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端を有する椎体間脊椎インプラントを挿入するためにこの発明のインプラントホルダーが
提供される。該インプラントホルダーは、先端部と、基端部と、これらの間の長さとを有
する本体を含む。インプラントホルダーは、本体の先端部から延長する少なくとも二つの
延長部をも含む。該延長部は、内側面と内側面とは反対側の外側面とを有する。該延長部
は、外側面に加えれた内側への力によって互いに向かって動かされ、インプラントホルダ
ーの該延長部がインプラントの後端内へと進み、該内側への力が取り除かれた後、インプ
ラントの後端と協同して係合するように適合される。
【００１６】
本発明の更なる実施形態の目的によれば、ここに具現化され広く記載されるように、イン
プラントの高さを増長するように適合されたエキスパンダーを有する拡張可能脊椎インプ
ラントを拡張するため、この発明の方法が提供される。該方法は、エキスパンダードライ
バーを受容するように適合された当該ホルダーを通る通路を有するインプラントホルダー
を準備する工程と、インプラントにインプラントホルダーを取り付ける工程と、拡張可能
インプラントを拡張するため、インプラントホルダーの通路を通じてシャフトを有するエ
キスパンダードライバーを挿入する工程と、拡張可能インプラントを拡張するためにエキ
スパンダードライバーを回転させる工程とを含む。
【００１７】
本発明の別の実施形態の目的によれば、ここに具現化され広く記載されるように、脊椎イ
ンプラントに融合促進物質を装填するために、この発明の方法が提供される。該方法は、
それを通る通路を有するインプラントホルダーを準備する工程と、インプラントにインプ
ラントホルダーを取り付ける工程と、融合促進物質をインプラントホルダーの通路を通っ
てインプラント内へと送る工程とを含む。
【００１８】
本発明の更に別の実施形態の目的によれば、ここに具現化され広く記載されるように、椎
体間脊椎インプラントを移植空間へと挿入するために、この発明が提供される。該発明は
、先端部を持つ本体を有するインプラントホルダーを準備する工程を含む。インプラント
ホルダーは、本体の先端部から延長する複数の延長部を有する。該延長部は、外側面を有
し、また、外側面に加えられた内側への力によって互いに向かって動かされ、インプラン
トホルダーの延長部がインプラントの後端に入り、内側への力が取り除かれた後、外側面
がインプラントと協同して係合するように適合される。該発明はまた、インプラントホル
ダーの延長部をインプラントの後端へと送る工程と、インプラントホルダーの延長部の外
側面をインプラントへ協同して係合させる工程とを含む。
【００１９】
この明細書に組み込まれ、その一部を構成する添付図面は、単なる例であり、これらに限
定はされない。該図面は、本発明のいくつかの実施形態を示し、記載と共に本発明の原理
を説明する役割を果たす。本発明の範囲は、特許請求の範囲のみにより限定され、本教示
から当業者には本発明の他の実施形態が明らになる。
【００２０】
図面の詳細な説明
次に、添付図面に例示される本発明の好ましい現実施形態（模範的な実施形態）について
詳細に説明する。
【００２１】
本発明の装置及び方法は、脊椎に対する後方、前方、側方又は後側方アプローチのために
使用され得る。好ましい一実施形態における本発明は、器具の一体型セットであり、これ
は、拡張可能非弓状嵌入椎体間脊椎融合インプラントを、椎骨の横突起に対し後方のアプ
ローチにより脊椎正中線の両側に、好ましくは二つ一組で挿入するための方法の実行に対
処する。該インプラントは、間空伸延を誘導するか、及び／又はその間空で脊柱前弯を増
やす目的で、第１縮小状態から第２拡張状態まで、前方で（その先端で）高さを増長する
ことができるように適合される。他の好ましい実施形態において、本発明の器具及び方法
は、拡張可能非弓状嵌入椎体間脊柱融合インプラントを、前方アプローチにより脊柱に挿
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入するために使用される。該インプラントは、前方で、所望により前方及び後方の両方で
（後方よりも前方が上回る場合を含む（その先端で））高さを増長することができるよう
に適合される。わずかな変更により、教示された方法及び器具は、そのようなインプラン
トを横向きに挿入するためにも利用され得る。
【００２２】
図１～１４は、その開示が参照によりここに組み込まれる、Michelsonの国際出願第ＰＣ
Ｔ／ＵＳ０１／０３６５７号、タイトル「拡張可能な嵌入椎体間脊椎融合インプラント」
に記述されたもののような拡張可能な椎体間脊椎融合インプラントと、これらと共に使用
するための、本発明に従う器具との好ましい実施形態を示す。器具とこれらを使用するた
めの関連方法の構造及び相互関係をより良く理解するため、これらの器具及び方法を介し
て挿入されるように適合されたインプラントの一実施形態のための構造及び関連特性が最
初に記述される。
【００２３】
図１～７に示されるように、本発明の器具及び方法と共に使用するための拡張可能非弓状
嵌入椎体間脊椎融合インプラントの好ましい実施形態が、一般に番号１００で参照される
。インプラント１００は、好ましくは、先端１０２、後端１０４、上方部材１０６及び下
方部材１０８を有する。上下部材１０６、１０８は、それぞれ好ましくは非弓状で、二つ
の隣接した椎体の上部及び下部に対して、該隣接椎体の上下部内の少なくとも一部にそれ
ぞれ配置するために適合される。
【００２４】
ここで用いられる用語「非弓状」は、（１）平面におけるように曲率が無いこと、（２）
当該インプラントの先端から後端へのわずかな又は緩やかな曲率、及び／又は、（３）当
該インプラント幅を横切るわずかな又は緩やかな曲率、を有するようなインプラントの上
下面を記述することを企図する。わずかな又は緩やかな曲率は、脊椎円板の全体にわたっ
て形成された円形断面を有する円板空間内及び隣接椎体内へ挿入するためのインプラント
の上下面と関連した曲率を含まない。拡張可能非弓状インプラントのこの好ましい一実施
形態の上下面は、いくらかの曲率を有し得るが、円形断面を有するインプラントと比較し
て、該曲率は最小である。ねじ込みインプラントのような円形断面を有するインプラント
では、隣接椎体と接触する上下面の曲率は、該インプラントの幅の半分の半径である。上
記非弓状インプラントの上下面に対する曲率があるなら、該曲率は、該インプラントの幅
よりずっと大きい円の曲率である。従って、それは、円板又は椎骨終板の表面の解剖学的
曲率に一致し得るわずかな曲率を有する。逆に、該表面は、一部弓状である表面凸部を有
し得るが、該インプラント自体は、依然としておおむね非弓状である。
【００２５】
各上下部材１０６、１０８は、好ましくは、インプラント１００を通る隣接椎体から隣接
椎体への骨の成長を許容するための互いに連通する少なくとも一の開口１１０を有する。
【００２６】
反対側上下部材１０６、１０８それぞれの外側面１１２上には、直線状挿入のために適合
された少なくとも一の骨係合凸部１１４があり、これは、好ましい一実施形態においてラ
チェットである。あるいは、骨係合凸部１１４は、表面粗さ、ぎざぎざ、スプライン、又
は、移植後、円板空間からのインプラントの排除に抵抗するという所期の目的に適する他
のどのような構成でもあり得る。
【００２７】
上下部材１０６、１０８は、互いに対して可動であり、縮小されたインプラント高さに対
処する第１位置と、増長した高さに対処する第２位置とを有する。第１位置において、上
下部材１０６、１０８は、互いに平行であり得るが、所望により角度が付けられることも
あり得る。上下部材１０６、１０８は、インプラント１００の後端１０４に近い連結点で
好ましくは連結がなされる。上下部材１０６、１０８は互いに連結がなされ、そのため、
上下部材１０６、１０８のそれぞれの端部の一方は、連結がなされているのに対し、上下
部材１０６、１０８のそれぞれの端部の他方は、自由に動いて互いから離れる。
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【００２８】
図１に示されるように、例として、上下部材１０６、１０８は、好ましくは、上下部材１
０６、１０８間に協同回転連結すなわちピボット点１１６を有する。協同回転連結１１６
は、好ましくは、拡張機構すなわちエキスパンダー１２０とは反対側の端部において上下
部材１０６、１０８の基端部及び先端部の一方に近い。
【００２９】
図１のインプラントの各上下部材１０６、１０８は、好ましくは、エキスパンダー１２０
がその中で回転する軌道１２２、１２４を有する。図１に最も良く示されるように、軌道
１２２、１２４は、エキスパンダー１２０がその中で回転し、かつ、その際、軌道１２２
、１２４内で左右に移動することを許容するように構成される。
【００３０】
インプラント１００におけるスロット１２６は、インプラントホルダー５００（後述）に
協同して係合し、ロック可能に付き得るように適合され、また、その後、外科医がそのよ
うに望むなら、スロット１２６にパチンと嵌るキャップを受容するように適合される。
【００３１】
図８～１０は、本発明の器具及び方法を用いて使用するために適合された拡張可能脊椎融
合インプラントと共に使用するためのエキスパンダー要素の種々の図を示す。
【００３２】
エキスパンダー１２０に関して、図１Ｂ及び１Ｃに示されるようなブロッカー１２８の特
殊形態が詳細に後述されるが、インプラント１００が移植空間に最初に挿入される際、ブ
ロッカー１２８は上下部材１０６、１０８と接触する必要はない。ブロッカー１２８は、
上下部材１０６、１０８の一部を最適な高さ及び互いに対する角形成にて離隔して保持す
るように、インプラント１００が配置された後、連結された上下部材１０６、１０８間に
挿入されるブロック又はどのようなタイプのスぺーサーであってもよい。即ち、該インプ
ラントは、更に詳細に後述されるエキスパンダードライバー６００によって拡張され得、
その際、該拡張部分は、それらの間に置かれた第３本体ブロッカーによって第２位置にお
いて離れて保持され得る。更に、医師は、同じインプラントと共に使用できる異なる高さ
を有する一シリーズのブロッカーから選択することができるかもしれない。
【００３３】
好ましくはエキスパンダー１２０の形態のブロッカー１２８は、インプラント上下部材１
０６、１０８の端部の少なくとも一方の近くに置かれ、インプラント１００の増長高さを
維持し、かつ縮小インプラント高さへのインプラント１００の縮小に抵抗するように上下
部材１０６、１０８の少なくとも一部を離して保持する。本実施形態のエキスパンダー１
２０は、エキスパンダー１２０の位置付けの間、インプラント１００及び上下部材１０６
、１０８の中央長手軸を通る平面において測定されるようなインプラント高さを増長し、
望まれ得る場合、インプラントの高さのみを選択的に増長することができる。
【００３４】
本実施形態におけるエキスパンダー１２０は、一方向にほぼ９０度回転するように適合さ
れ、図１及び７に最も良く示されるような最初の（第１）挿入位置Ｉから、図３４に最も
良く示されるような最終（第２）位置すなわち拡張位置Ｆまで動き、インプラント１００
の最大高さＨを増長する。
【００３５】
エキスパンダー１２０は、エキスパンダー１２０を回転させてインプラントの高さＨを増
長に用いられるエキスパンダードライバー６００と協同して係合するように適合された開
口１３０を有する。エキスパンダードライバー６００は、インプラント１００の長手軸Ｌ
と平行な軸の周りを好ましく回転し、エキスパンダー１２０を回転させてインプラント１
００の高さＨを増長する。開口１３０は、融合促進材料をエキスパンダー１２０からイン
プラント１００内に通す通路としも用いられ得る。
【００３６】
エキスパンダーを回転する際、エキスパンダーのより長い寸法がエキスパンダーのより短
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い寸法に代えられ、それに応じて、インプラントの最大高さを第１位置から第２位置へ増
長する。
【００３７】
図１０に最も良く示されるように、本発明の一実施形態に従うエキスパンダー１２０の断
面の幾何学的構成の概略図は、インプラント１００が最初に脊椎に挿入される際のエキス
パンダー１２０の高さ、及び、エキスパンダー１２０が回転され、インプラント１００の
高さＨを増長する際のエキスパンダー１２０の幅に対応する第１寸法Ｘと、インプラント
１００が最初に脊椎に挿入される際のエキスパンダー１２０の幅、及び、エキスパンダー
１２０が回転され、インプラント１００の高さを増長する際のエキスパンダー１２０の高
さに対応する第２寸法Ｙとを含む。第２寸法Ｙは第１寸法Ｘより大きい。好ましくは、エ
キスパンダー１２０は、外科医に、多数の感覚上の利点を提供する。これには、中央を越
え、所定位置にロックするエキスパンダー１２０のクリック感と、道具ハンドルが、円板
空間に平行な方向に対して垂直方向から、もしくはその逆から、又は他の方向から所定位
置に入り込むようにエキスパンダー１２０を回転させる該道具のハンドルの視覚的感覚と
、所定位置にカチッと嵌るエキスパンダー１２０の音からの聴覚的感覚とを含む。
【００３８】
図１及び７に示されるように、後方挿入のための本発明の好ましい一実施形態において、
エキスパンダー１２０は、上下部材１０６、１０８の先端１０２の近くに設置される。所
期の結果次第で、エキスパンダーは、上下部材１０６、１０８の後端１０４又は該インプ
ラント内の他のどこにでも設置され得ることが理解される。更には、複数のエキスパンダ
ーが、インプラント１００内のどの位置でも上下部材１０６、１０８と接触して使用され
得る。
【００３９】
図１１～１４は、本発明の器具類及び方法と共に使用するために適合された拡張可能椎体
間脊椎融合インプラントの他の種々の実施形態を示す。図１１及び１２に示されるように
、インプラント２００及び３００は、これらが前方から後部方向へ挿入するため、かつ板
空間の幅の半分以上を埋めるように設計される点を除き、インプラント１００と同様であ
る。２００及び３００と同様のインプラントは、上述した後方挿入インプラントと同様に
、インプラントが、脊柱前弯を回復するため、その先端ではなく、その後端でより高くな
るように、先端にピボットを、後端に一又複数のエキスパンダーを有し得る。
【００４０】
図１１に現に示されるように、インプラント２００は、インプラント２００の高さを増長
するため、上下部材の少なくとも一部を互いに離れるように動かすための二つのエキスパ
ンダー２２０を有する。図１～７のインプラント１００の単一エキスパンダー１２０に対
してここに既述した全ての特徴は、インプラント２００の両エキスパンダー２２０にも適
用可能であり得る。加えて、第２エキスパンダー２２０は、他のエキスパンダー２２０の
反対側のインプラント２００の一端部の近くに設置され得る。そのため、インプラント２
００に、インプラント２００の両端部２０２、２０４で拡張する能力を提供する。二つの
エキスパンダー２２０を動かすことからもたらされたインプラント２００の増長された高
さは、インプラント２００の所望構成に応じて、一定とされるか、又はインプラント２０
０の長さに沿って変えられ得る。インプラント２００は、その後端に単一のエキスパンダ
ーを、先端にピボット点を有するようにも具現化され得る。
【００４１】
図１２は、一般に番号３００によって言及される、本発明の器具類及び方法と共に前方ア
プローチで使用するための拡張可能非弓状椎体間脊椎融合インプラントの別の好ましい実
施形態を示す。インプラント３００において、二セットのエキスパンダー３２０が使用さ
れ、各セットは、インプラント３００の中央長手軸の一側部に置かれる。使用される連結
の種類によって、エキスパンダー３２０は、上下部材３０６、３０８に横の角形成並びに
縦の角形成を、そのような角形成が望まれる状況において、与えるように回転され得る。
四つ全てのエキスパンダー３２０は、上下部材３０６、３０８を互いに対し同一又は異な
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る量だけ拡張するために使用され得る。これは、外科医が、徐々に先端及び後端部又は側
部を拡張することを許容するように行われ得る。
【００４２】
図１３に示されるように、外面と内面を有するキャップ３３４は、インプラント３００の
後端３０２を閉じるために用いられ得る。当業者には理解され得るように、キャップ３３
４は、多数の方法においてのインプラント３００に対する取り付けのために適合され得る
。例えば、キャップ３３４の内面は、キャップ３３４とインプラント３００間のカチッと
した嵌合を容易にするため、その円周の周りに間隔がおかれたスロットを有し得、又は、
キャップ３３４の縁に、インプラント３００の後端３０２との回転係合のためのねじが付
けられ得る。更に、キャップ３３４は、無孔又は有孔とされ得、また、再吸収可能な又は
任意の他の適当な材料であり得る外科用品質プラスチックから成り得る。キャップ３３４
は、インプラント３００の拡張し過ぎを防止するためにも適合され得る。インプラントの
拡張し過ぎを防ぐためのキャップの例は、米国予備出願第６０／２７４，８６９号にMich
elsonによって教示される。該開示物は、参照によりここに組み込まれる。
【００４３】
図１４は、一般に番号４００によって言及される、本発明の器具類及び方法と共に後方ア
プローチで使用するのためのインプラントの別の好ましい実施形態を示す。インプラント
４００は、その先端４０２にエキスパンダー４２０を有する。先端部４０２は、インプラ
ントの前側方側面が、脊椎から突出することを防止するため、椎体の前方側面の解剖学的
形状におおむね合致するように形作られる。若干改変されたインプラント４００は、腹腔
鏡の挿入に望まれるかもしれないような両側前方半分（半分の幅）のインプラント挿入に
とっても有益である。
【００４４】
後方及び前方アプローチに関連して述べたけれども、本発明の押し込みインプラントは、
米国特許第５，８６０，９７３号にMichelsonによって開示されるように、脊椎の側方を
横切る側面からの挿入にも使用され得る。該特許は参照によりここに組み込まれる。どの
場合でも、インプラントは、少なくとも前方に拡張し、円板空間高さを増長するか、及び
／又は脊柱前弯症を回復させる。
【００４５】
図１５～１８は、既述したような脊椎融合インプラントを挿入し拡張するために適合され
た種々の器具を示す。特に他に注記がない限り、該器具及びそれらの使用は、インプラン
ト１００及び他の拡張可能なインプラントに関連して説明される。
【００４６】
図１５及び１６は、円板空間にインプラント１００を挿入するためのインプラントホルダ
ー５００の好ましい実施形態を示す。インプラントホルダー５００は、シャフト５０２と
外側スリーブ５０４を有する。シャフト５０２は、先端部５０６と、基端部５０８と、先
端部５０６に向かって延伸する縮小部５１０と、中間縮小部５１１と、中間縮小部５１１
と基端部５０８間の拡大部５１２とを有する。拡大部５１２から中間縮小部５１１への移
行部は、外側スリーブ５０４の隣接する基端部５２４に適合する肩部を好ましくは形成す
る。シャフト５０２は、好ましくは中空で、後述するように他の器具がそこを通り抜ける
ことを許容するように適合される。縮小部５１０は、先端部５０６に肩部５１４を有し、
該肩部５１４は、インプラントを、円板空間への挿入中、保持しかつ操作するため、外側
スリーブ５０４の先端部と協同して係合し、インプラントホルダー５００をインプラント
１００にロックするように大きさ及び形状が作られる。ここで使用される用語「ロック」
は、インプラントホルダーからインプラントが不注意で離脱することなく、インプラント
ホルダーがインプラントを回転させ、押し、引き、あるいは移植スペースへ向けさせ得る
ように、インプラントのインプラントホルダーへの固定を記述することを意図する。ペグ
５１６が拡大部５１２の前縁近くで外側スリーブ５０４のスロット５４０への挿入のため
、中間縮小部５１１から延在する。拡大部５１２の基端部５０８は、エキスパンダードラ
イバー６００の拡大部６１２を受容するように適合された拡大された直径を有する。基端
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部５０８は、ペグ６２２を受容するための切欠部５１８を有する。切欠部５１８は、エキ
スパンダードライバー６００のペグ６２２を受容するためのスロット５２０を有し、エキ
スパンダードライバー６００がインプラントホルダー５００に対し回転することを防止す
る。外側スリーブ５０４は、先端部５２２及び基端部５２４を有する。先端部５２２は、
インプラント１００の後端１０４に協同して係合するように適合された上下延長部５２６
、５２８及び側方延長部５３０を有する。各側方延長部５３０は、インプラント１００の
スロット１２６に協同して係合するフランジ５３２と、インプラントホルダー５００のイ
ンプラント１００の後端１０４へのそれ以上の前進を制限するための止め５３４とを有す
る。
【００４７】
図１５、１９、及び２０に示されるように、各側方延長部５３０は、内側面５３６及び傾
斜部５３８を有する。傾斜部５３８は、シャフト５０２の肩部５１４のノーズと相互作用
する。該ノーズは、好ましくは面取りされ、側方延長部５３０を別々に広げ、かつフラン
ジ５３２をインプラント１００のスロット１２６に係合させることを促進する。
【００４８】
図１７及び１８は、エキスパンダー１２０を係合及び回転させるためのエキスパンダード
ライバー６００の好ましい実施形態を示す。エキスパンダードライバー６００はシャフト
６０２を有し、シャフト６０２は、先端部６０４と、基端部６０６と、縮小部６０８と、
インプラントホルダー係合部６１０と、拡大部６１２とを有する。シャフト６０２はおお
むね円形断面を有し、エキスパンダードライバー６００とインプラントホルダー５００と
の間の縦の位置合わせを維持するため、インプラントホルダー５００のシャフト５０２の
内部と好ましくは同軸状に係合する。先端部６０４は、エキスパンダー１２０の開口１３
０と協同して係合するように適合されたチップ６１４を有する。好ましい実施形態におい
て、チップ６１４は六角形状であるが、エキスパンダー１２０と係合するのに適したいか
なる形状であってもよい。
【００４９】
インプラントホルダー係合部６１０は、図２３、２４、２８及び２９を参照して詳細に後
述するように、インプラントホルダー５００とロック可能に係合するための第１先端移動
止め６１６及び第２基端移動止め６１８を有する。拡大部６１２は、好ましくは、インプ
ラントホルダー５００の基端部５０８内に適合し、かつ該基端部５０８内で回転するよう
な大きさ及び形状とされる。拡大部６１２は、インプラントホルダー５００の切欠部５１
８及びスロット５２０と協同するための肩部６２０及びペグ６２２を有し、インプラント
ホルダー５００内に係合されている間、エキスパンダードライバー６００の回転を制限す
る。基端部６０６は、エキスパンダードライバー６００の手動回転用のＴ形状ハンドル６
２４を有する。ハンドル６２４は、クイックリリースハンドルのように可動であり得る。
二つのエキスパンダードライバー６００が同時に使用されることになる例において、該ハ
ンドルが互いにぶつかることなく、両インプラントが同時に拡張され得るように、二つの
エキスパンダードライバー６００それぞれが「Ｌ字」形状ハンドルを使用することを許す
ことが好ましいであろう。異なる面に向けられるハンドルのような他のハンドルも使用可
能であり、当業者には容易に分かるであろう目的に適したハンドルのいかなる組み合わせ
も、教示する本発明の範囲内にある。
【００５０】
図１９～３８は、脊椎に対する後方アプローチにて、ここに記述した関連器具類を使用し
、かつインプラント１００を挿入するための好ましい方法の種々の工程を示す。
【００５１】
　外科医は、最初に、直接の検査、又はラジオパクマーカー及びＸ線もしくはイメージ倍
増管のようなＸ線手段によって施術されるべき正しい円板空間を特定する。該円板は、次
に、溶解される椎骨の横突起に対する後方位置から外科的に接近される。十分な層状の骨
が除去され、該円板空間の後方側面に対する十分な接近を許容する。外科医は、次に、イ
ンプラント受容空間の円盤状部分を作り出すのに少なくとも十分な円板物質を除去し得る
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。あるいは、外科医は、まず、ガードを挿入し、次に、該ガードを使用して少なくとも十
分な円板物質を除去し、インプラント受容空間の円盤状部分を作り出す。硬膜嚢が安全に
後退され、かつ側部反対側の挿入に対し保護されることで、また、近位神経根が必要に応
じて保護されることで、外科医は、出願人の出願中の米国特許出願第６０／２７２，３８
１号、タイトル「Dynamic Lordotic Guard with Movable Extensions for Creating an I
mplantation Space Posteriorly in the Lumbar Spine and Method for use Thereof」に
記載されるようなガードを挿入することを選び得る。該文献は参照によりここに組み込ま
れる。動的ガードは、枢動可能な延長拡大外側スリーブであり、隣接繊細神経構造を保護
し、椎体に脊柱前弯を誘導する。該動的ガードは、隣接椎体に脊柱前弯を戻すことに使用
するのに好ましいが、硬膜嚢を保護するためにガードを使用することが望ましい例におい
て、他のガードが硬膜嚢を保護するために使用され得ることが、当業者には理解される。
【００５２】
　円板空間は、次に、骨除去器具によって整えられ、正確な大きさのインプラント１００
を受容する。円板空間の処理に好ましい器具及び方法は、米国特許出願第０９／９７２，
５６０号、タイトル「Spinal Interspace Shaper」、米国特許第６，０８３，２２８号、
タイトル「Device and Method for Preparing a Space Between Adjacent Vertebrae to 
Receive an Insert」、米国特許第６，２２４，６０７号、タイトル「Instrument And Me
thod For Creating An Intervertebral Space For Receiving An Implant」、及び、WIPO
公表ＷＯ９９／６３８９、タイトル「Device for Preparing a Space Between Adjacent 
Vertebrae to Receive an Insert」においてMichelsonにより開示及び教示される。これ
らの文献は全て参照によりここに組み込まれる。円板空間の用意の後、ガードを隣接繊細
組織の保護のために所定位置に残すことが望ましい場合、上記手術は、該ガードを通じて
実行され得、それはその完了時に除去される。該処置が脊椎正中線の両側で行われ、かつ
、それぞれが円板空間の幅の半分未満の幅を有する二つのインプラント１００が、後方か
ら前方アプローチへとおおむね平行に、あるいは、おおむね後方から前方アプローチへと
「つま先入り」形態のいずれかで挿入されることが一般に好ましい。
【００５３】
好ましくは挿入の前に、インプラント１００には、任意形状の骨、骨から派生される材料
、骨形態形成タンパク質、無機化タンパク質、骨の生成、又は骨の形成を誘導可能な、も
しくは初期の目的のために融合を達成するのに有益な任意の物質の生成のためにコード化
する遺伝物質のいずれか又はいずれかの組合せを含む融合促進材料が装填され得る。融合
促進物質の存在を最もよく収容するため、インプラント１００は、図６に示されるように
、端部間に中空部１１８を好ましくは有し、これは、インプラントの内部のスムーズな装
填に対処するように、エキスパンダー１２０によって妨げられない。更に、この好ましい
インプラント１００の形態は、融合促進物質を収容するため、及び、いかなる拡張機構に
よっても妨げられない中空部を直に通って椎体へと骨が成長することを許容するように、
該中空部の全容量を利用可能にする。本発明の方法及び器具は、そのように妨げられない
ことはない拡張可能なインプラントに対しても有益であり得る。融合促進材料は、処置中
の外科医が望む何時でも、例えば、タンパー、プレス機又はピストンのような器具を用い
て、インプラント１００内に装填、好ましくは圧縮装填され得る。
【００５４】
図１９及び２０に示されるように、インプラントホルダー５００の先端部は、外側スリー
ブ５０４のフランジ５３２がインプラント１００のスロット１２６と係合するために配置
されるように、インプラント１００の後端１０４へ挿入される。図２０において、シャフ
ト５０２は、外側スリーブ５０４を通ってシャフト５０２の縮小部５１０を直線的に前進
させることによって、外側スリーブ５０４内の延伸位置まで移動される。これは、肩部５
１４が各側方延長部５３０の傾斜部５３８と接触することを許容し、フランジ５３２がイ
ンプラント１００のスロット１２６と係合し、外側スリーブ５０４をインプラント１００
に係合するまで、各側方延長部５３０を無理やり離す。側方延長部５３０を強制的に互い
に離す代わりに、インプラントをインプラントホルダーに対しロックするため、側方延長
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部が互いに向かって押しやられ得るようにインプラントホルダーが適合され得ることが理
解される。そのような実施形態は、図６７に関連して後述される。
【００５５】
図２１において、シャフト５０２は、ペグ５１６が外側スリーブ５０４のＬ字形状スロッ
ト５４０内のロック位置まで動くように、外側スリーブ５０４に対し回転され、そのため
、シャフト５０２を外側スリーブ５０４内の延伸位置へとロックする。インプラント１０
０にロック可能に係合されるインプラントホルダー５００により、外科医は、インプラン
ト１００とインプラントホルダー５００が分離される危険なしに、インプラント１００を
操作（即ち、押し又は引き）することができる。インプラントホルダー５００がインプラ
ント１００の後端１０４に連結されると、インプラント１００内の物質は、例えば、エキ
スパンダードライバー６００のような骨成長推進物質をインプラントホルダー５００を通
じて押し込む器具を用いることにより、インプラント１００の椎骨係合面における一又は
複数の開口内へ及び該開口を通って更に圧縮及び／又は押出しされ得る。
【００５６】
図２２～２４に示されるように、エキスパンダードライバー６００の先端部６０４は、シ
ャフト５０２の基端部５０８に導入され、インプラントホルダー５００を通ってインプラ
ント１００へと前進される。エキスパンダードライバー６００のチップ６１４の先端は、
該器具がエキスパンダー１２０に到達し、かつそれと係合するように前進されるまで、イ
ンプラント１００内のインプラント充填材料を通って回転運動により前進されることを容
易にするような形状とされる。エキスパンダー１２０内へのエキスパンダードライバー６
００の貫入深度は、エキスパンダードライバー６００のインプラントホルダー係合部６１
０及び拡大部６１２のより大きな断面寸法によって遮断される。エキスパンダードライバ
ー６００は、次に、第１ロック位置においてインプラントホルダー５００にロックされ、
インプラントホルダー５００に対するエキスパンダードライバー６００の更なるどのよう
な回転をも防止する。これは、エキスパンダードライバー６００のペグ６２２をインプラ
ントホルダー５００の基端部５０８における受容スロット５２０内へ配置すること、及び
、シャフト５０２の内側面５４２の第１及び第２スプリングロック５４６、５４８を、イ
ンプラントホルダー係合部６１０の第１及び第２移動止め６１６、６１８内に配置するこ
とによって実現される。エキスパンダードライバー６００をインプラントホルダー５００
に第１ロック位置においてロックすることは、エキスパンダードライバー６００のハンド
ル６２４がインプラント自体の操作を制御することを可能にすると共に、インプラントが
、挿入中、縮小姿勢のままであるように、エキスパンダーの運動を伴わないインプラント
ホルダー５００及びインプラント１００の円板空間への前方駆動に対処する。
【００５７】
　図２５及び２６において、インプラント１００は、インプラントホルダー５００による
押し込み運動、嵌入力又はそれらの組合せによって、整えられた受容円板空間内へと前方
に送られる。受容部位を整えるための好ましい方法において、椎骨の終板が調整され、少
なくとも骨の最も外側の細胞層は、融合に対処するため、隣接椎体から除去される。しか
し、終板領域の骨は、外科医に対し他の方法が望まれるなら保存され得る。好ましいガー
ドはシャフトを有し、これは、脊椎インプラント、先端部及び基端部の準備及び移植に使
用される器具の該シャフトを通る挿入を許容するように適合される。上記基端部は、上下
部材を有し、これらは、互いに可動係合するようにされる。上記先端部は、上下円板貫入
延長部とピボット点７１６を有し、これらは、該基端部をつぶすやいなや、該上下円板貫
入延長部が広がって離れ、円板空間へ挿入される際、脊柱前弯を隣接椎体に誘導するよう
に構成される。同様の目的のいずれかにかなう他のガードが代替的に使用され得る。イン
プラント１００は、適当な深さに挿入され、この深さは、なるべくなら、インプラント１
００の後端１０４が、隣接椎体の後方側面を越えて突出せず、また、インプラント１００
の実質的部分が、その間にインプラントが取り付けられる隣接椎体の外周から突き出ない
ものとされ得る。インプラント後端１０４に隣接椎体の後方周囲の内側へ「皿もみする」
即ち「くぼみを付ける」ことが望ましいかもしれない。インプラント１００は、これが二
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つの隣接椎体間又は該隣接椎体内の少なくとも一部の間になるように挿入され得る。ガー
ドを使用することが好ましいけれども、本発明は、それに限定されず、インプラントは、
図２６に示されるように、円板空間に直接挿入され得る。
【００５８】
　図２６及び２７に示されるように、隣接椎体は、インプラント１００の挿入前に互いに
対し角度を形成する関係である必要はないことが理解される。例えば、インプラント１０
０は、図２６及び２７に示されるように互いに平行関係な椎体と平行な向きで円板空間に
挿入され得る。インプラント１００の前進は、次いで、インプラント１００の先端１０２
が上下肩部Ｓに出会うまで平行配向Ｐで円板空間内へと続くであろう。
【００５９】
この時点で、外科医は、該処置を仕上げるための多数のオプションを有し、その内の二つ
が好ましいので後述される。
【００６０】
一つのオプションは、脊椎の左側又は右側側部のいずれかの一方において、脊椎の他の側
部で該処置を繰り返す前に、該処置を仕上げることである。別のオプションは、二つのイ
ンプラントを非拡張状態で移植し、次いで、各々を好ましくは同時に拡張させることであ
る。両方法が後述されるけれども、第２即ち他の側部におけるインプラント移植の前に第
１側部において移植及び拡張が実行されるための注意が該方法に最初に向けられる。
【００６１】
図２８及び２９において、エキスパンダードライバー６００は、インプラントホルダー５
００の第２スプリングロック５４８がエキスパンダードライバー６００の第１移動止め６
１６に係合するように、第１ロック位置から第２ロック位置へと部分的に後退される。こ
の位置のエキスパンダードライバー６００は、エキスパンダードライバー６００のペグ６
２２がスロット５２０を出て、インプラントホルダー５００の切欠部５１８内で自由に回
転するように、インプラントホルダー５００に対し回転可能である。好ましくは、切欠部
５１８は、スロット５２０を出た後のペグ６２２の移動がスロット５２０の頂部から時計
回り方向にほぼ９０度に制限されるような形状及び大きさとされる。切欠部５１８のこの
構成は、エキスパンダー１２０の適切に案内された回転を容易にし、これは、インプラン
トを拡張する際のみの時計周り回転のために構成される。
【００６２】
　図３０～３４に示されるように、インプラント１００が適正に円板空間内に設置された
後、エキスパンダードライバー６００は回転されてエキスパンダー１２０を移動し、その
ため、インプラント１００の少なくとも先端１０２が、先端１０２付近の最大インプラン
ト高さを増長するように、拡張される。インプラント１００を拡張させる一の目的は、隣
接椎体を、互いに角形成にて置くこと、又はこの例において脊柱前弯に置くことである。
エキスパンダー１２０の回転中、上下部材１０６、１０８は、インプラント１００が第１
位置にある図２７に示されるような平行配向Ｐから、インプラント１００が第２位置にあ
る図３１に示されるような角度付け配向Ａへと移される。
【００６３】
図１０、３３及び３４に示されるように、エキスパンダー１２０は、本発明の実施形態に
おいて、側面１３６が正反対の角１４２及び二つの正反対の円弧１４４であり得る二つの
接合部で上下面１３８、１４０と交差する断面を有する。円弧１４４は、好ましくは、そ
れぞれ同じ半径であり、反対側円弧１４４間の修正された斜辺ＭＨは、エキスパンダー１
２０が最初の挿入位置から最終展開位置に向かって回転される際、隣接椎体間に実質的な
超過が生じないように、上下面１３８、１４０間の距離を一般に近づける。「実質的な超
過伸延なしに」が意味することは、修正された斜辺ＭＨの長さが、非修正斜辺ＵＨよりも
エキスパンダー寸法Ｙにより近いこと、及び、インプラントが、操作される円板空間周り
の組織の弾性変形の範囲で好ましくは動作することを許容するように選択されることを意
味する。エキスパンダーも、上下部材１０６、１０８を各端部での第１高さから各端部で
の第２のより高い高さへと移し得ることが理解される。例えば、エキスパンダー１２０は
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、挿入時に角度付け配向を有するインプラントを、拡張時に平行もしくはより大きな角度
付け配向のいずれかへと拡張するため、又は、挿入時に平行配向を有するインプラントを
、拡張時に拡張された平行配向へと拡張するために使用され得る。
【００６４】
与えられインプラントは、外科医が該インプラントの更なる伸延及び／又は最大高さを選
択することを可能にするように、段階的に分けられたエキスパンダーのシリーズから外科
手術時に外科医によって選択されたエキスパンダーを受容可能であり得る。
【００６５】
上記方法及び器具類がそのようなインプラントを後方に据え付けるために使用される場合
、該技法は、脊椎管の床でインプラント後端の後方への瘢痕組織抑制物質の適用を更に含
む。
【００６６】
図３５に示されるように、インプラント１００が拡張状態に配置された後、エキスパンダ
ードライバー６００は、インプラントドライバー５００から取り去られる。外科処置のこ
の部分の間、インプラントホルダー５００の基端部５０８は、患者が一般に手術テーブル
上にうつ伏せなので、一般に上方を向いている。インプラントホルダー５００の基端部５
０８は、好ましくは、漏斗形状かそうでなければインプラント充填材料Ｍを受容可能な形
状である。該インプラント充填材料Ｍのほんの例示としては、小片化された骨移植片、骨
ペースト、無機質を有するかもしくは有さない骨のゲルもしくはパテ、もしくは任意の他
の融合促進物質、又はこれらの組合せである。エキスパンダードライバー６００のシャフ
ト６０２は、インプラント１００の中央長手軸に沿う容積を占有し、これは、インプラン
ト１００の後端１０４から該後端１０４を通ってインプラント１００の移植片保持部の長
さを実質上延伸する。インプラント１００が拡張された後、くさび形状で末端部より先端
でより大きい充填移植片における裂け目Ｃは、エキスパンダードライバー軌道の各側部に
対し該側部を通って形成される。
【００６７】
図３６に示されるように、骨成長促進物質は、エキスパンダードライバー６００、又はピ
ストンもしくはインパクターのような別の器具を用いることにより、インプラントホルダ
ー５００を通って押し込まれる。裂け目Ｃ及び上記軌道は、次いで、インプラント１００
の先端１０２から後端１０４へと融合促進物質で満たされ得る。望ましい場合、融合促進
物質又は移植片は、それを椎体に向かって追い立てるように、インプラント１００内へ圧
縮装填され得る。更なる装填は、取り付けられたインプラントホルダー５００を用いて又
は用いずに実現され得る。インプラントホルダー５００のシャフト５０２は、次に、外側
スリーブ５０４に対し回転され、ペグ５１６をＬ字形状スロット５４０における非ロック
位置へと移す。シャフト５０２は、次いで、外側スリーブ５０４から部分的に後退され、
外側スリーブ５０４の先端部５２２から肩部５１４を移動させ、インプラントホルダー５
００がインプラント１００から分離され得るように、側方延長部５３０が内側に落ち込む
ことを許容する。
【００６８】
図３７に示されるように、インプラントホルダー５００はインプラント１００から取り外
される。外科医の判断で、キャップがインプラント後端の少なくとも一部を閉鎖するため
に取り付けられ得、骨が脊椎管へと成長することを防ぐか、又は神経構造の管床での癒着
を制限するか、又は他の方法で神経構造を保護する。その上、瘢痕組織抑制物質が、円板
空間及び／又はインプラントへ適用され得る。該方法は、この目的にとって適当であり得
る膜及びゲルを含む種々の物質を包含する。これら物質は、インプラントが挿入された後
、いつでも使用され得る。キャップに対する目的の一つは、融合促進物質がインプラント
内に装填されたまま残るように、これらの通過を制限することを含む。キャップに対する
別の目的は、インプラントへ構造上の支持を加えることであり得る。
【００６９】
第１側部における処置を終えると、該処置は、次に、同じ円板空間の反対側側部において
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既述したように繰り返され、図３８に示されるように、該同じ円板空間における二つのイ
ンプラント１００の移植に至る。
【００７０】
要するに、脊椎への後方アプローチの本発明の好ましい方法は、溶解される正しい円板空
間を特定すること、硬膜嚢を後退させ保護すること、円板空間への接近に対し十分な少な
くとも部分的な椎板切除術を行うこと、インプラントの深さを受容する十分な空間を好ま
しくは更に提供する少なくとも部分的な椎間板切除術を行うこと、円板空間内にガードを
挿入すること、穴あけ前であるがしかし、あるいはインプラントの使用による後に脊柱前
弯を隣接椎体へ好ましくは誘導すること、及び、移植空間を作り出すため、骨除去装置を
ガードを通って所望挿入深さまで挿入することを含む。該挿入深さは、Ｘ線で監視され得
る。
【００７１】
移植部位を作り出した後、該方法は、次の工程に引き継がれ得る。インプラントが骨成長
促進物質と共に装填され、エキスパンダードライバーがインプラントホルダーに対し第１
ロック位置にあるように、インプラント、インプラントホルダー及びエキスパンダードラ
イバーが共に組み付けられ、移植空間へインプラントが挿入され、エキスパンダードライ
バーが第２ロック位置へと引っ込まされ、エキスパンダーを移動させ、かつインプラント
を拡張させるためにエキスパンダードライバーを回転させる。該処置は、次の工程に引き
継がれ得る。インプラント及びインプラントホルダーからエキスパンダードライバーを取
り除き、インプラントホルダーへ融合促進物質を挿入し、インプラント内部へと骨成長促
進物質を移動させるため、ピストのようにエキスパンダードライバーを使用し、インプラ
ントホルダーからエキスパンダードライバーを取り除き、インプラントからインプラント
ホルダーのロックを解き、かつ、インプラントからインプラントホルダーを取り去る。
【００７２】
その後、端部キャップが取り付けられ得、また、所望により瘢痕組織抑制物質がインプラ
ントに適用され得る。上記方法は、病院所属外科医の好みによって変更され得るが、これ
も本発明の広い範囲内にあることが当業者には理解される。例えば、ガードの使用は、省
略されるか、又は処置の一部のみに用いられ得る。該方法は、円板空間を伸延すること又
は隣接椎体間に脊柱前弯症を誘発すること無しに実行され得る。円板空間の準備は、上記
で言及したMichelsonよって教示された「Device for Preparing a Space Between Adjace
nt Vertebrae to Receive an Insert」のような既知の骨ドリル又は骨除去装置を用いて
なされ得る。インプラントは、移植の前及び／又は後に骨成長促進物質と共に装填され得
る。もし骨成長促進物質が移植後にインプラントに挿入されることになるならば、骨成長
促進物質をインプラント内へ移すために、他の器具がエキスパンダードライバーの代わり
に使用され得る。更なる工程が必要に応じて、例えば、骨接合用ねじ及び骨接合用ねじロ
ックを有するインプラントを利用する場合、包含され得る。そのような例において、外科
医は、骨接合用ねじをインプラントを通じて隣接椎体へ挿入する工程、及び、骨接合用ね
じを骨接合用ねじロックでロックする工程を実行し得る。加えて、円板空間の寸法を得て
、その後、従って挿入前にインプラントを取り扱うため、放射線写真、ＣＴスキャン又は
ＭＲＩ（磁気共鳴像）を使用するような、インプラントの寸法を正確に出すための更なる
工程が含まれ得る。
【００７３】
別の方法において、両インプラントは、おおむね並列配置で円板空間に設置され、おおむ
ね後方側面から前方側面へと整列される。両インプラントは、次に、同時に又は矢継ぎば
やに拡張され得る。
【００７４】
この方法において、両インプラントは、インプラントホルダー５００により、これに取り
付けられるエキスパンダードライバー６００無しで挿入され得る。代わりに、インプラン
トホルダー５００は、インプラント１００の挿入を容易にするハンドルを有するようにな
され得る。一旦挿入されると、両インプラントは、エキスパンダードライバー６００を受
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容し、これらエキスパンダードライバー６００は、各エキスパンダー１２０をインプラン
ト内に係合させるが、これは、好ましくは、拡張工程中、インプラントホルダー５００の
存在なしに行われる。エキスパンダードライバーシャフト６０８の小断面寸法及びそれら
の離れた距離のため、硬膜嚢は、それらの間を安全に伸び得る。既述したように、両イン
プラントが、ハンドルが互いにぶつかることなく同時に拡張され得るように、「Ｌ字」形
状ハンドルを備える各エキスパンダードライバー６００を有することが好ましいであろう
。異なる面に向けられたハンドルのような他のハンドルも使用され得、当業者ならば容易
に分かるであろうような目的に適するどのようなハンドルの組合せも、本発明の教示する
範囲内である。
【００７５】
インプラント１００を拡張する間、インプラントホルダー５００を所定位置に置くことが
好ましいが、本発明はそれに限定されない。エキスパンダードライバー６００は、また、
インプラントホルダー５００無しでインプラント１００を拡張させ得る。インプラントが
、あるべき位置のインプラントホルダー５００無しで拡張されるなら、その際、移植片は
、手動により、又は、インプラントの後端を整列させ、かつ好ましくはそれを先方に嵌め
ることができる器具により、エキスパンダードライバー軌道及び該移植片における拡張裂
け目に詰められ得る。それは、中空で、移植片の受容を容易にするように形成された開口
の近くに終端する。ピストン、プランジャー、プレス機又は他の器具が、その際、装填器
具を通じてインプラント１００へと移植片を追いやるために使用され得る。
【００７６】
別の代わりの方法において、両インプラントは、脊椎に対する前方アプローチにより移植
され得る。外科医は、まず、直接の検査、又は、ラジオパクマーカー及びＸ線もしくはイ
メージ倍増管のような放射線手段により、施術されるべき正確な円板空間を特定する。該
円板は、次に、溶解される椎体の横突起に対して前方の位置から外科的に接近される。十
分な層状骨が除去され、少なくとも円板空間の両側部に沿う円板の環状繊維部分を保護し
ながらの円板空間の前方側面への十分な接近が許容される。
【００７７】
そのように形成された間空は、必須ではないが好ましくはその最大限の高さまで伸延され
、この高さは、隣接軟組織のその領域に対する既知の通常の空間関係によって求められる
。該間空は、次に、好ましくは、高さ、深さ及び幅が測定される。間空の幅は、上椎骨の
椎骨終板の内側部分を基準として求められ得る。そして、これは、使用が望ましいなら、
粉砕ブロック又は他の保護ガードのための適切な幅の選択を決定する。好ましい粉砕ブロ
ックは、参照によりここに組み込まれる米国特許第６，１５９，２１４号、タイトル「Mi
lling Instrumentation and Method for Preparing a Space Between Adjacent Vertebra
l Bodies」においてMichelsonにより教示される。間空の測定深さ、即ち、椎体の前後間
の距離は、わずかに浅い深さの伸延器及び粉砕手段の選択を決定する。間空の高さ及び深
さは、上記伸延器要素の適切な高さ及び長さの選択を決定する。伸延器要素の形状は、脊
柱前弯を維持するか又は再生するかのいずれかに対する要求、並びに、押し込められ得る
か又は押し込められ得ないインプラントの形状の両方によって決定される。
【００７８】
次に、既知の固定長、又は、好ましくは、調整可能で、較正ゲージ、一体型マーキング又
は同様の手段を用いて調整されたその最適固定長のいずれかを有する適正な伸延器要素が
選択される。伸延装置は、次に、正確な幅が既に選択されている粉砕ブロックに取り付け
られる。組み合わされた伸延装置及び粉砕ブロック組立体は、次に、融合部位に運ばれ、
該伸延器要素は円板空間へと導入される。伸延器要素は、該空間を伸延するため、導入を
容易にするようにその側部が開かれ、次いで、９０度回転された円板空間へ導入され得る
か、又は、伸延器要素は、椎体空間を伸延するため、その弾丸形状の前縁部分に基づく円
板空間の面に対し垂直に導入され得る。その円板空間に隣接する二つの椎体の角度関係は
、次に、伸延器要素の形状によって求められる。好ましくはないが、伸延器が、まず、円
板空間に導入され得ることが理解され、次いで、粉砕ブロック組立体が脊椎に対する所定



(17) JP 4133331 B2 2008.8.13

10

20

30

40

50

位置にその後運ばれる。
【００７９】
粉砕ブロックは、次に、各隣接椎体を係合することにより、好ましくは脊椎の前方側面に
固定される。骨切除の幅及び深さは、その際、いかなる実際の骨切除の前に容易に視覚的
に確認され得る。伸延器要素及び伸延装置は、次いで、円板空間から取り去られ得る。
【００８０】
外科医は、次に、インプラント受容空間の一部を作り出すのに少なくとも十分な円板材料
を除去し得る。
【００８１】
粉砕ブロックは、隣接椎体に脊柱前弯を戻すことにおける使用にとって好ましいけれども
、脊柱前弯を隣接椎体に導入するために、それが望ましい場合、他の装置が使用され得る
ことが、当業者には理解される。
【００８２】
円板空間は、次に正確に大きさが出されたインプラントを受容するため、骨除去器具によ
って整えられる。以前に使用した伸延器要素に対応する適切な寸法の骨除去手段が選択さ
れ、深さゲージを受容するのに用い、骨除去手段は、深さに対し調整され、ロックされる
。骨除去手段は、粉砕ブロックの粉砕口に固定され、該空間は、次に、円板空間に隣接す
る終板から骨の一部を除去するために粉砕される。該粉砕装置が取り去られ、整えられた
空間は、粉砕ブロックを通じて洗浄及び吸引され得、又はその代わりに、粉砕ブロックを
含む全粉砕組立体が最初に取り去られ、次に、整えられた空間が洗浄及び吸引され得る。
【００８３】
準備された空間は、慣用手段を利用して伸延され、適切な一又は複数のインプラントが次
いで該準備空間に挿入される。
【００８４】
好ましくは挿入前に、インプラントには、脊椎に対する後方アプローチによる方法に関連
して述べたもののような融合促進物質が装填され得る。融合促進物質は、例えば、タンパ
ー、プレス機又はピストンのような器具を用いて、処置中の間の外科医が望む何時でも、
インプラント内へ装填、好ましくは圧縮装填され得る。
【００８５】
その後、該方法は、移植空間へインプラントを挿入する工程、及びインプラントを拡張す
るためにエキスパンダーを動かす工程によって引き継がれ得る。その代わりに、インプラ
ントが腹壁観察により挿入されるなら、該方法は、次の工程を含み得る。エキスパンダー
ドライバーがインプラントホルダーに対し第１ロック位置にあるように、インプラント、
インプラントホルダー、及びエキスパンダードライバーを共に組み合わせる工程、移植空
間へインプラントを挿入する工程、エキスパンダードライバーを第２ロック位置へ引っ込
める工程、エキスパンダーを動かし、インプラントを拡張するため、エキスパンダードラ
イバーを回転させる工程。該処置は、次の工程に引き継がれ得る。インプラント及びイン
プラントホルダーからエキスパンダードライバーを取り去る工程、インプラントホルダー
へ融合促進物質を挿入する工程、インプラントの内部へと骨成長促進物質を移すため、エ
キスパンダードライバーをピストンのように使用する工程、インプラントホルダーからエ
キスパンダードライバーを取り去る工程、インプラントからインプラントホルダーのロッ
クを解く工程、及び、インプラントからインプラントホルダーを取り去る工程。
【００８６】
図３９及び４０に示されるように、エキスパンダーをその先端及び後端に有するインプラ
ント２００が使用されるなら、いずれか一方又は両方のエキスパンダー２２０は、インプ
ラント２００を拡張し、隣接椎体の所望角形成を作り出すために使用され得る。その上、
脊椎に対しインプラント２００をより強く固定するため、骨接合用ねじ２３２が隣接椎体
に挿入され得る。
【００８７】
その後、端部キャップが取り付けられ得、所望により、インプラントに瘢痕組織抑制物質
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が、これらは脊椎管におけるよりも考慮が少ないけれども、適用され得る。脊椎に対する
前方アプローチによる方法のための工程は、脊椎に対する後方アプローチによる方法に関
して既述したように変更され得る。
【００８８】
図４１～６８は、本発明の器具類及び方法と共に使用するために適合された拡張可能弓状
椎体間脊椎融合インプラントの実施形態の種々の図を示す。
【００８９】
ここで使用する用語「弓状」とは、円板空間の準備後、それぞれが同じ円の円弧である一
部分を有する二つの隣接椎体間の円板空間へ挿入されるように適合されたインプラントの
形状を記述することを企図する。例えば、ねじ込みインプラントのような円形断面を有す
るインプラントに対し、隣接椎体に接する上下面の曲率は、インプラントの幅の半分の半
径である。
【００９０】
図４１～４８に示されるように、インプラント８００は、上下部材８０６、８０８がそれ
ぞれ好ましくは弓状であり、かつ、それぞれ、二つの隣接椎体の上部及び下部に向かって
該上下部内に少なくとも部分的に配置するために適合される点を除き、インプラント１０
０と同様である。加えて、各対向上下部材８０６、８０８の外側面８１２は、ねじ山形態
の少なくとも一の骨係合凸部８１４を有する。インプラント８００の後端８０４上でピン
を受ける穴８２６は、インプラントホルダー（後述）を受容するように適合される。
【００９１】
図４１及び４８に示されるように、キャップ８３４は、インプラント８００の先端８０２
を閉じるために用いられ得る。当業者には認識され得るように、キャップ８３４は、多数
の方法でインプラント８００に取り付けるために適合され得る。例えば、キャップ８３４
の内側面は、キャップ８３４とインプラント８００との間のスナップ嵌めを容易にするた
め、フランジ８３７の周縁の周りの間に離隔されたスロット８３５を有し得、あるいは、
キャップ８３４の縁は、インプラント８００の先端と回転係合するためにねじが切られ得
る。更に、キャップ８３４は、無孔又は有孔とされ得、再吸収可能な又は他の任意の適切
な材料であり得る外科用品質プラスチックから形成され得る。
【００９２】
図４９～５４は、インプラント８００を挿入し、かつ、脊椎に対する前方アプローチにて
ここに開示される関連器具類を使用するための好ましい方法の種々の工程を示す。
【００９３】
　外科医は、まず、直接の検査、又は、ラジオパクマーカー及びＸ線又はイメージ倍増管
のような放射線手段によって施術されるべき正確な円板空間を特定する。該円板は、次に
、溶解されるべき椎骨の横突起に対する前方位置から外科的に接近される。外科医は、次
に、インプラント受容空間の一部を形成するのに少なくとも十分な円板材料を除去し得る
。あるいは、外科医は、まず、既述した動的ガードのような、しかし弓状インプラントと
の使用に適合されたガードを挿入し得る。次いで、該ガードを使用しながら、インプラン
ト受容空間の該部分を作り出すのに少なくとも十分な円形材料を除去する。
【００９４】
円板空間は、次に、骨除去器具によって整えられ、正確な寸法のインプラント８００を受
け入れる。円板空間の準備後、隣接繊細組織を保護するためにガードを所定位置に残すこ
とが望ましい場合、該ガードを通じて既述した手術が実行され、その終了時に取り去られ
る。挿入深度は、Ｘ線で監視され得る。
【００９５】
円板空間が準備された後、融合促進物質が、処置中の外科医が望む何時でも、例えば、タ
ンパー、プレス機又はピストンのような器具を使用して、インプラント８００内に装填、
好ましくは圧縮装填され得る。
【００９６】
図４９に示されるように、インプラント８００の保持のため及び円板空間へのインプラン
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ト８００の挿入に使用するためのインプラントホルダー９００の動作端部の好ましい実施
形態は、シャフト９０２と、拡大頭部９０６を持つ先端部９０４とを有する。頭部９０６
は、凸部９１０を有するインプラント係合領域９０８を有する。凸部９１０は、ピン、ペ
グ又は所期の目的に適した他の任意の凸部のように形成され得る。先端部９０４は、９１
０がインプラント８００のピン受容穴８２６と嵌合するように配置されるように、インプ
ラント８００の後端８０４に挿入されるように構成される。ピン９１０は、インプラント
８００の挿入中、その上下部材８０６、８０８を共に保持する。インプラントホルダー９
００をインプラント８００へ取り付ける他の手段が使用され得、それらが本発明の広い範
囲内であることを当業者は認識する。そのような手段は、例にすぎないが、フランジ、ね
じ及び磁力を含む。
【００９７】
図５０及び５１に示されるように、ピン９１０はピン受容穴８２６に嵌合され、インプラ
ント８００は非拡張状態で円板空間に挿入される。ピン１０はインプラント８００に付き
、好ましくは、インプラント８００が円板空間内へと回転されることを許容する。インプ
ラント８００が円板空間に挿入された後、インプラントホルダー９００は、インプラント
８００から取り去られる。
【００９８】
図５２に示されるように、該処置は、エキスパンダードライバー１０００をインプラント
８００の後端８０４に整列させる工程に引き継がれ得る。エキスパンダー８２０と係合し
かつこれを回転させるための好ましいエキスパンダードライバー１０００は、チップ１０
０６を有する末端部１００４を持つシャフト１００２を有する。チップ１００６は、エキ
スパンダー８２０の開口８３０と協同して係合するように適合されたエキスパンダー係合
領域１００８を有する。好ましい実施形態において、チップ１００６は六角形状であるが
、エキスパンダー８２０と係合するのに適したいかなる形状でもあり得る。
【００９９】
図５３に示されるように、エキスパンダードライバー１０００のチップ１００６は、イン
プラント８００の後端８０４内へ導入され、それを通って前進される。後端８０４内への
それを通るをエキスパンダードライバー１０００の貫入深度は、シャフト１００２の大き
めの断面によって遮断される。
【０１００】
図５４に示されるように、エキスパンダードライバー１０００は回転され、エキスパンダ
ー８２０をその最初の位置からその最終位置まで動かし、インプラント８００を拡張させ
る。エキスパンダー８２０の回転中、上下部材８０６、８０８は、インプラント８００が
第１位置にある図５１に示されるような平行配向Ｐから、インプラント８００が第２位置
にある図５３に示されるような角度付け配向Ａへと移される。インプラント８００には、
インプラント８００からのエキスパンダードライバー１０００の引き抜きにより背部に残
されたいかなる空間をも満たすように骨成長促進物質が更に充填され得る。図４１及び５
４に示されるように、軌道８２２、８２４は、中空内部８１８に対するより良好な接近を
許容するため、エキスパンダー８２０がその中で回転し、次いで軌道８２２、８２４内で
矢印Ｂで示されるように左右に移動することを許容するように構成される。
【０１０１】
図５４に最も良く示されるように、別の方法で単一弓状椎体間脊椎融合インプラントによ
って可能になるよりも円板空間を有利に占有するため、例えば、一以上のインプラント８
００が並列構成で配置され得る。
【０１０２】
その後、外科医の判断で、骨が脊椎管内へと成長することを防ぐため、又は管床での神経
構造の付着を制限するため、又は別の方法で神経構造を保護するため、キャップがインプ
ラントの後端の少なくとも一部を閉鎖するために取り付けられ得る。キャップに対する目
的の一つは、融合促進物質がインプラント内に装填されたまま残るように、融合促進物質
の通過を制限することを含む。キャップに対する別の目的は、インプラントに構造上の支
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持を加えることであり得る。
【０１０３】
図５５～６０は、番号１１００で一般に参照される、本発明の器具類及び方法を用いて後
方アプローチにより使用するために適合された拡張可能弓状椎体間脊椎融合インプラント
の別の実施形態を示す。インプラント１１００は、それが脊椎に対する後方アプローチに
よる移植部位への挿入のために設計される点を除き、インプラント８００と同様である。
インプラント１１００は、好ましくは、先端１１０２にエキスパンダー１１２０を、後端
１１０４にピボット１１１６を有する。従って、インプラント１１００は、後端１１０４
でなく先端１１０２でより高くなる。インプラント１１００は、インプラントを通る骨の
成長を更に高めるため、好ましくは後端１１０４に複数の開口１１２８を含む。
【０１０４】
開口１１２８は、インプラントホルダー１２００のピン１２１０（後述）がそれを通過し
ないように、好ましくは、ピン受容穴１１２６の直径よりも小さな直径を有する。当業者
は、開口１１２８が、本発明の広い範囲から逸脱することなく、種々の形状にされ得るこ
とを認識する。
【０１０５】
図５５に示されるように、インプラント１１００の上下部材１１０６、１１０８の軌道１
１２２、１１２４は、協同面１１２５を有し、エキスパンダー１１２０は、対応協同面１
１２７を有し、該協同面１１２７は、軌道１１２２、１１２４の協同面１１２５と接触し
て、エキスパンダー１１２０を所定位置に向ける。これら協同面は、エキスパンダー１１
２０の回転軸がインプラント１１００の長手軸と平行となるように、エキスパンダー１１
２０をインプラント１１００内に適応させる。更に詳しくは、エキスパンダー１１２０の
回転軸がインプラント１１００の長手軸Ｌと合致するよに、エキスパンダー１１２０をイ
ンプラント１１００内の中心に置く。
【０１０６】
図５５～５７に示されるように、インプラントホルダー１２００は、拡大頭部１２０６を
持つ先端部１２０４有するシャフト１２０２を含む。頭部１２０６は、ピン１２１０を有
するインプラント係合領域１２０８を含む。ピン１２１０は、ピン９１０に関連して上述
した能力と同様な能力を果たす。インプラントホルダー１２００は、それを通ってエキス
パンダードライバー１３００を協同して受け入れるように適合された内腔１２１２を有す
る。
【０１０７】
エキスパンダードライバー１３００は、シャフト１３０２を有し、その先端部１３０４は
、エキスパンダー係合領域１３０８を持つチップ１３０６を有する。チップ１３０６の先
端は、該器具が、エキスパンダー１１２０に到達し、かつそれと係合するように前進され
るまで、インプラント１１００内のインプラント充填材料を通って回転運動により前進さ
れることを容易にするような形状とされる。エキスパンダードライバー１３００は、該方
法において更に詳細に後述するように、インプラント１１００内へ延伸し、エキスパンダ
ー１１２０を最初の位置から最終位置へ動かし、インプラント１１００を拡張するように
適合される。
【０１０８】
図５８～６０に示されるように、脊椎に対する後方アプローチにてインプラント１１００
を挿入するための方法は、インプラントホルダー１２００のピン１２１０がピン受容穴１
１２６と嵌合され、また、インプラント１１００が、その非拡張状態におけるガードを通
って、回転力、押し運動、嵌入力又はこれらの組合せにより準備された受容円板空間へと
前進される点を除き、図１９～３８に関連して述べた方法と同様である。
【０１０９】
図６０に示されるように、インプラント１１００が円板空間内に適正に設置された後、該
処理は、好ましくは、インプラントホルダー１２００を後端１１０４に取り付けられたま
ま維持する工程と、チップ１３０６がエキスパンダー１１２０と協同して係合するまで、
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インプラント１１００を通じてエキスパンダードライバー１３００を延伸する工程とが続
き得る。エキスパンダードライバー１３００は、先端１１０２の近くで最大インプラント
高さを増長するようにインプラント１１００の少なくとも先端１１０２が拡張されるべく
、回転され、エキスパンダー１１２０を動かす。
【０１１０】
嵌入インプラントへの骨成長促進物質の更なる充填に関連して述べた多くの工程が、弓状
インプラントへの骨成長促進物質の更なる充填に対し適用できるので、ここでは繰り返さ
ないことが当業者には理解される。
【０１１１】
第１側部における処置を終えると、該処置は、次に、同一円板空間の反対側部において既
述したように繰り返され、同一円板空間における二つのインプラント１１００の移植に至
る。
【０１１２】
好ましいけれども、インプラントホルダー１２００はインプラントを拡張するために必須
ではないことを当業者は理解する。例えば、図６１に示されるように、インプラント１４
００は、種々の既知のインプラント挿入装置によって移植空間に挿入され得、次いで、エ
キスパンダードライバー１３００によって拡張される。
【０１１３】
図６２～６６は、番号１５００によって一般に参照される、本発明の器具類及び方法と共
に前方アプローチにて使用するための拡張可能弓状椎体間脊椎融合インプラントの別の好
ましい実施形態を示す。
【０１１４】
図６２に示されるように、インプラント１５００は、非拡張姿勢において先端１５０２か
ら後端１５２０に向かってテーパーが付けられ、インプラント１５００の高さを増長する
ため、上下部材の少なくとも一部を互いに離れるように動かすための第２エキスパンダー
１５２０をその先端１５０２に好ましくは有する。第２エキスパンダーを使用する利点は
、図１１のインプラント２００に関連して記述される。
【０１１５】
図６４～６６に示されるように、インプラント１５００の別の側面は、その上下部材１５
０６、１５０８が、インプラント１５００を隣接椎体に固定するため、インプラント１５
００の内部から隣接椎体内へ通る骨接合用ねじ１５５０を受容するように適合された、上
下部材を通るねじ穴１５４８を有することである。該対向骨接合用ねじの目的は、椎骨区
域内にインプラントを強固に固定することである。更なる目的は、各隣接椎体をインプラ
ントに向かって及び互いに向かって引くことである。図１～７の後方インプラント１００
の実施形態におけるように、連結装置が上下部材を、後部を緊密に囲んで共に保持するな
ら、その際、インプラントは、その位置で拡張できない。骨接合用ねじは、本発明の施術
にとって必須ではないが、隣接椎体に対しインプラントのいっそうの固定を与えるために
好ましい。
【０１１６】
図６５に示されるように、インプラント１５００に面するインプラント１５００’の側面
はＣ字形状にされ、インプラント１５００、１５００’の中心長手軸が共に近付くことを
許容する。そのようなインプラントの例は、米国特許第５，５９３、４０９号、タイトル
「Interbody Spinal Fusion Implants」及び共同出願中の米国特許出願第０９／５６６，
２７２号、タイトル「Nested Interbody Spinal Fusion Implants」においてMichelsonに
より教示される。これらの文献は、参照によりここに組み込まれる。
【０１１７】
図６６に示されるように、インプラント１５００、１５００’の後端１５０４、１５０４
’はそれぞれ、インプラントの前側方側面が脊椎から突出することを防止するため、椎体
の前方側面の解剖学的構造におおむね合致するように形作られる。
【０１１８】
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図６２～６４に示されるように、複数のエキスパンダーを用いてインプラントを取り付け
及び拡張するための好ましい方法は、エキスパンダードライバー１６００が利用される点
を除き、図４９～５４に示されるような一のエキスパンダーを用いるインプラントに関連
して説明した方法と同様である。エキスパンダードライバー１６００は、エキスパンダー
ドライバー１６００が、図６３に示されるように、複数のエキスパンダーの開口を通って
インプラント１５００を通じて延伸するように適合された細長いチップ１６０６を有する
点を除き、エキスパンダードライバー１０００と同様である。チップ１６０６は、インプ
ラント１５００を拡張するために複数のエキスパンダー１５２０が同時に動かされること
を可能にする。インプラント１５００の取り付け後、骨接合用ねじ１５５０が、既知の方
法を用いて骨接合用ねじ穴１５４８を通って挿入され得る。
【０１１９】
図６７は、番号１７００で一般に参照される、拡張可能弓状椎体間脊椎融合インプラント
の別の実施形態を表す概略図を示す。このインプラントは、本発明の器具類及び方法の別
の実施形態を用いて使用されるように適合された後端を有する。インプラント１７００は
、ピン受容穴１７２６に加えて、後端１７０４も後端１７０４の内側面に沿う対向スロッ
トを好ましくは含む点を除き、上述したインプラント１１００と同様である。スロット１
７５２は、インプラントホルダー１８００のフランジ１８２０をロック可能に受容するよ
うに適合される。
【０１２０】
インプラントホルダー１８００は、先端部１８０４を有するシャフト１８０２を含む。先
端部１８０４は、ピン１８１０及び内腔１８１２を有するインプラント係合領域１８０８
を含む。好ましくは、内腔１８１２の周囲を上下拡大部１８１４、１８１６それぞれ及び
一対の側方拡大部１８１８が囲む。各側方拡大部１８１８は、ロックされた配置にある際
、インプラント１７００のスロット１７５２に共同して嵌入するように適合されたフラン
ジ１８２０を有する。
【０１２１】
使用において、方拡大部１８１８は押し込まれ、側方拡大部１８１８を強制的に共に移動
させ、かつインプラント１７００のスロット１７５２内へとフランジ１８２０を移し、次
に開放され、これにより、インプラントホルダー１８００をインプラント１７００にロッ
クする。その後、図５５に関連して教示したようなエキスパンダードライバーが、エキス
パンダー（図示せず）を動かしてインプラントを拡張させるため、内腔１８１２を通って
インプラント１７００内へと挿入され得る。
【０１２２】
インプラント１７００が拡張されている間、上下部材 １７０６、１７０８それぞれがピ
ボット点１７１６の周りで連結するので、後端１７０２の高さは増長する。上下拡大部１
８１４、１８１６それぞれは、インプラントが拡張されている間、インプラントホルダー
１８００がインプラント１７００に係合されたままであり得るように、インプラントホル
ダー１８００の長手軸に向かって内側に移されるように適合される。インプラントホルダ
ーが、インプラントの寸法が変わる間、インプラントに係合されたままであることを可能
にするためのインプラントホルダーの他の構成があり得、かつ、これが本発明の広い範囲
内であることが理解される。
【０１２３】
図６８は、番号１９００で一般に参照される、本発明の器具類及び方法を用いて前方アプ
ローチにて使用する拡張可能弓状椎体間脊椎融合インプラントの別の好ましい実施形態を
示す。インプラント１９００は、骨係合凸部１９１４が、前向きラチェットの形態であり
、従って、直線状の挿入を容易にする一方、移植空間からの排除に抵抗する点を除き、イ
ンプラント８００と同様である。インプラント１９００は、インプラント１００に関連し
て記載したような方法と、インプラント８００に関連して記載したような器具類とを用い
て挿入され得る。
【０１２４】
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本発明の器具類及び方法は脊椎融合インプラントに関連して説明されたが、本発明の器具
類及び方法は、二つの骨塊間の運動を実質的に低減又は除去する所期の目的に適した不活
性スぺーサー、人工円板、骨移植片及び他のインサートのような他のインプラントについ
ても使用され得ることが理解される。
【０１２５】
上記記載及び図面には、インプラントと、これと共に使用するための器具類及び方法とが
記載され、これらは、十分にかつ効果的にこの発明の目的を実現する。しかしながら、開
示した実施形態の変更及び改良が、本発明の原理から逸脱することなくなされ得ることが
理解される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、本発明の装置及び方法と共に使用するための後方腰椎拡張可能非弓状
嵌入椎体間脊椎融合インプラントの実施形態の分解斜視図である。
【図１Ａ】　図１Ａは、図１のインプラントと共に使用するためのエキスパンダーの形態
のブロッカーの別の実施形態の斜視図である。
【図１Ｂ】　図１Ｂは、図１のインプラントと共に使用するためのブロッカーの更に別の
実施形態の斜視図である。
【図１Ｃ】　図１Ｃは、図１のインプラントと共に使用するためのブロッカーの更にまた
別の実施形態の斜視図である。
【図２】　図２は、図１のインプラントの先端図である。
【図３】　図３は、図１のインプラントの上面図である。
【図４】　図４は、図１のインプラントの後端図である。
【図５】　図５は、図１のインプラントの側面図である。
【図６】　図６は、図１のインプラントの中央長手軸に沿う側断面図である。
【図７】　図７は、図１のインプラントの先端斜視図である。
【図８】　図８は、図１のエキスパンダーの一実施形態の前面図である。
【図９】　図９は、図８の実施形態のエキスパンダーの側面図である。
【図１０】　図１０は、本発明の器具類及び方法と共に使用するためのエキスパンダーの
実施形態の断面の幾何学的構成を概略表示である。
【図１１】　図１１は、脊椎に対し前方アプローチから本発明の器具類及び方法と共に使
用するための波線で示された二つのエキスパンダーを有する前方腰椎拡張可能非弓状嵌入
椎体間脊椎融合インプラントの上面図である。
【図１２】　図１２は、脊椎に対し前方アプローチから本発明の器具類及び方法と共に使
用するための、インプラント中央長手軸の両側に配置された二つ一組のエキスパンダーを
有する前方腰椎拡張可能非弓状嵌入椎体間脊椎融合インプラントの別の好ましい実施形態
の底部材の上面図である。
【図１３】　図１３は、図１２のインプラントと共に使用するための部分的断面で示され
たインプラント端部キャップの側面図である。
【図１４】　図１４は、脊椎に対し後方アプローチから本発明の器具類及び方法と好まし
くは二つ一組で使用するための後方腰椎拡張可能非弓状椎体間脊椎融合インプラントの別
の好ましい実施形態の上面図である。
【図１５】　図１５は、例えば図１のインプラントのようなインプラントを挿入するため
の、引っ込み状態で示された本発明のインプラントホルダー器具の一実施形態の一部断面
上面図である。
【図１６】　図１６は、図１５のホルダー器具の一部断面側面図である。
【図１７】　図１７は、例えば図１のエキスパンダーのようなエキスパンダーを回転する
ための、本発明のエキスパンダードライバー器具の一実施形態の上面図である。
【図１８】　図１８は、図１７のエキスパンダードライバー器具の側面図である。
【図１９】　図１９は、非拡張状態の一部断面の図１のインプラントの上面図と、インプ
ラントと係合するために配置されている引っ込み状態の図１５のホルダー器具の一部断面
上面図である。



(24) JP 4133331 B2 2008.8.13

10

20

30

40

50

【図２０】　図２０は、側方延長部材が個別に動かされ、かつ部分的断面で示された図１
のインプラントの後端の相補的スロットにフランジを係合させる、伸長状態の図１５のホ
ルダーの一部断面上面図である。
【図２１】　図２１は、部分的断面で示された図１のインプラントの後端と側方延長部材
との係合を維持するため、伸長状態において回転してロックされている部分的断面の図１
５のホルダー器具の上面図である。
【図２２】　図２２は、図１５のホルダー器具及び部分的に示された図１のインプラント
内へ挿入されている図１７のエキスパンダードライバー器具の分解上面図である。
【図２３】　図２３は、部分的断面で示された図１５のホルダー器具の第１及び第２スプ
リングロックによって延伸位置へとロックされた図１７のエキスパンダードライバー器具
の上面図であり、各スプリングロックは、移植空間へとインプラントを挿入するため、エ
キスパンダードライバー器具のシャフト上で相捕的第１及び第２移動止めと係合するよう
に適合される。
【図２４】　図２４は、エキスパンダードライバー器具が伸長位置にある間における、ホ
ルダー器具の第１及び第２スプリングロックとエキスパンダードライバー器具の相捕的第
１及び第２移動止めとの間の関係を示す図２３の線２４に沿う拡大破断上面図である。
【図２５】　図２５は、準備された受容移植部位と、隣接椎体間の円板空間にアプローチ
する図１５のホルダー器具と、そこに挿入された図１７のエキスパンダードライバー器具
と、ホルダー器具に取り付けられた図１のインプラントとを示す、硬膜嚢が左へ引っ込め
られた脊椎の腰椎区域の後方斜視図である。
【図２６】　図２６は、脊椎に対しおおむね後方アプローチからガードを通って図１５の
ホルダー器具により、円板空間の全体にわたって形成された移植部位内及び部分的断面で
示された脊椎の二つの隣接空間内へと挿入される図１のインプラントの破断側面図である
。
【図２７】　図２７は、図１５のインプラントホルダーにより、円板空間の全体にわたっ
て形成された移植部位内及び部分的断面で示された脊椎の二つの隣接椎体内へと挿入され
る図１のインプラントの破断側面図である。
【図２８】　図２８は、下方椎体と、円板空間の後方全体にわたって形成された移植部位
に移植された部分的断面で示された図１のインプラントと、エキスパンダードライバー器
具の第１移動止めと係合して部分的断面で示された図１５のホルダー器具の第２スプリン
グロックによって引っ込み位置へとロックされている図１７のエキスパンダードライバー
器具との上面図である。
【図２９】　図２９は、エキスパンダードライバー器具が引っ込み位置にある間における
、ホルダー器具の第１及び第２スプリングロックとエキスパンダードライバー器具の相捕
的第１及び第２移動止めとの間の関係を示す図２８の線２９に沿う拡大破断上面図である
。
【図３０】　図３０は、下方椎体と、円板空間の後方全体にわたって形成された移植部位
において部分的断面で示された図１５のホルダー器具を介して移植された部分的断面で示
された図１のインプラントと、インプラントを拡張するため、図１のエキスパンダーを動
かす図１７のエキスパンダードライバー器具との上面図である。
【図３１】　図３１は、インプラントが円板空間の全体にわたって形成された移植部位内
及び部分的断面で示された脊椎の二つの隣接椎体内に挿入され拡張位置にある、図１のイ
ンプラント及び図１５のホルダー器具の部分的側面図である。
【図３２】　図３２は、部分的断面で示された図１のインプラントと、図１５のホルダー
器具と、図１のエキスパンダーと係合する図１７のエキスパンダードライバー器具との側
面図である。
【図３３】　図３３は、隣接椎体間に移植された図１のインプラント及び最初の挿入位置
にあるエキスパンダーの一部断面先端図である。
【図３４】　図３４は、隣接椎体間に移植された図１のインプラント及び最終展開位置に
あるエキスパンダーの一部断面先端図である。
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【図３５】　図３５は、移植部位に示された図１のインプラント及び図１５のホルダー器
具から引き抜かれた図１７のエキスパンダードライバー器具の上面図である。
【図３６】　図３６は、エキスパンダードライバー器具の除去により空いて残ったインプ
ラント内の空間に図１７のエキスパンダードライバー器具が骨成長促進物質を詰めるため
に使用された後の図１５のホルダー器具及び移植部位内に示された図１のインプラントの
上面図である。
【図３７】　図３７は、移植空間内に示された図１のインプラントからの図１５のホルダ
ー器具の引き抜きを示す上面図である。
【図３８】　図３８は、下方椎体と、円板空間の後方全体にわたって形成された移植部位
内への最終位置に移植された図１の二つのインプラントとの上面図である。
【図３９】　図３９は、円板空間の全体にわたって形成された移植部位と、脊椎に対し前
方アプローチからの二つの隣接椎体と、移植部位へ取り付けられた、上下面が互いに角度
付き配向である最終配備位置の図１１のインプラントと、インプラントを固定するために
据え付けられた骨接合用ねじとの側断面図である。
【図４０】　図４０は、円板空間の全体にわたって形成された移植部位と、二つの隣接椎
体と、移植部位へ取り付けられた、上下面が互いに平行配向である最終配備位置の図１１
のインプラントと、インプラントを固定するために据え付けられた骨接合用ねじとの側断
面図である。
【図４１】　図４１は、本発明の器具類及び方法と共に使用するための前方腰椎拡張可能
弓状椎体間脊椎融合インプラントの実施形態の拡大斜視図である。
【図４２】　図４２は、図４１のインプラントの上面図である。
【図４３】　図４３は、図４１のインプラントの後端図である。
【図４４】　図４４は、図４１のインプラントの側面図である。
【図４５】　図４５は、インプラント、及びこれに取り付けられた図４１の端部キャップ
の先端図である。
【図４６】　図４６は、図４２の線４６－４６に沿う断面図である。
【図４７】　図４７は、図４５の線４７－４７に沿う断面図である。
【図４８】　図４８は、図４１のインプラントと共に使用するための端部キャップの側面
図である。
【図４９】　図４９は、図４１のインプラントと、インプラントの後端に協同して係合す
るように構成された頭部を有するインプラント挿入器との斜視図であり、該頭部は、イン
プラントの後端の相捕的受容穴と嵌合するための二つの凸部を有する。
【図５０】　図５０は、円板空間の高さの全域にわたって形成された移植部位内及び部分
的断面で示された脊椎の二つの隣接椎体間内に、脊椎に対するおおむね前方アプローチか
ら図４９のインプラント挿入器によって挿入されている図４１のインプラントの側面図で
ある。
【図５１】　図５１は、図５０の移植部位内に挿入された図４１のインプラントの断面図
である。
【図５２】　図５２は、エキスパンダードライバー器具がエキスパンダーと係合するため
に配置される図４１のインプラントの後端斜視図であり、エキスパンダードライバー器具
は、エキスパンダーと協同して係合するように構成された端部を有する。
【図５３】　図５３は、隣接椎体を脊柱前弯に配置するため、脊椎に対し前方アプローチ
から図５０の移植部位に挿入され、図５２のエキスパンダードライバー器具によって拡張
された図４１のインプラントの断面図である。
【図５４】　図５４は、二つの隣接椎体と、それらの間に移植された最終位置における図
４１の二つのインプラントとの前方側面の後端図である。
【図５５】　図５５は、インプラントと、インプラントの後端と協同して係合するように
構成された頭部を有するインプラントホルダーとの先端斜視図であり、頭部はインプラン
トの後端における相捕的受容穴と嵌合するための二つの凸部を有し、インプラントホルダ
ーは中空で、そこを通ってエキスパンダードライバーの通過に対応するように適合され、
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【図５６】　図５６は、インプラントの先端斜視図と、インプラントホルダー及び図５５
のエキスパンダードライバーの先端斜視図であり、エキスパンダードライバーは、インプ
ラントホルダー内の引っ込み位置にて示される。
【図５７】　図５７は、インプラントの後端斜視図と、インプラント挿入器及び図５５の
エキスパンダードライバーの先端斜視図であり、エキスパンダードライバーは、部分的に
伸長状態で示される。
【図５８】　図５８は、円板空間の高さの全体にわたって形成された移植部位内及び一部
断面にて示された脊椎の二つの隣接椎体間内へと脊椎に対しおおむね後方アプローチから
図５５のインプラント挿入器によって挿入されている図５５のインプラントの側面図であ
る。
【図５９】　図５９は、図５８の移植部位に挿入された図５５のインプラントの断面図で
ある。
【図６０】　図６０は、隣接椎体を脊柱前弯に置くため、図５８の移植部位内に脊椎に対
し後方アプローチから挿入され、十分な伸長状態にて示された図５５のエキスパンダード
ライバー器具によって拡張された図５５のインプラントの断面図である。
【図６１】　図６１は、本発明の器具類及び方法と図５５のエキスパンダードライバーと
共に使用するためのインプラントの別の実施形態の後端斜視図である。
【図６２】　図６２は、円板空間の高さの全体にわたって形成された移植部位内及び一部
断面にて示された脊椎の二つの隣接椎体内へと脊椎に対しおおむね前方アプローチから図
４９のインプラントホルダーによって挿入されているインプラントの別の実施形態の側面
図である。
【図６３】　図６３は、隣接椎体を脊柱前弯に置くため、一以上のエキスパンダーと係合
するように構成された伸長されたシャフトを有するエキスパンダードライバー器具によっ
て脊椎に対し前方アプローチから拡張された図６２のインプラントの断面図である。
【図６４】　図６４は、二つの隣接椎体間の空間の全体にわたって形成された移植部位と
、移植空間内に取り付けられ、骨接合用ねじで脊椎に固定された図６２のインプラントと
の側断面図である。
【図６５】　図６５は、二つの隣接椎体及びそれらの間に移植された拡張位置における図
６２のインプラント並びに並列組として使用されるように設計されたインプラントの別の
実施形態の前方側面の後端図である。
【図６６】　図６６は、円板空間の前方の全体にわたって形成された移植部位の下方椎体
内に少なくとも一部が挿入された図６５のインプラントと、部分的断面で示された椎体の
上面図であり、インプラントは、各インプラントの先端及び後端のそれぞれにエキスパン
ダーを有する。
【図６７】　図６７は、後方側面からの挿入のために適合されたおおむね円筒状のインプ
ラントの後端の相捕的受容穴及びスロットに協同してそれぞれ係合する上下凸部とフラン
ジを持つ一組の側方拡大部とを有する本発明のインプラント挿入器の別の実施形態の斜視
図である。
【図６８】　図６８は、本発明の器具類及び方法と共に使用するための脊椎融合インプラ
ントの別の実施形態の分解斜視図である。
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